








   

   

 

 

 

 

 

 



 

   

 

 

 

 



 

 
 

 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



 









 



 
 



教科横断型学習「白浜みらいプロジェクト」 

における教科研究と実践後のふり返りについて 

白浜町立南白浜小学校 大浦 侑唄  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 











≪育てたい ESD の資質・能力≫  
未来を予測して計画を立てる力…最終処分場の残余年数の考慮や、循環型社会の実現など、将

来を見据えた上で、ごみの削減や再資源化について考えることができる。  



体験学習のふりかえりより 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪育てたい ESD の資質・能力≫  
つながりを尊重する態度…魅力ある伝統を、次の世代へとつないでいくことが大切だと気づく

ことができる。  

・ぼくが一番びっくりしたことは、日本で墨を作るお店が全部で９けんしかないという

ことです。三重県で１店舗、奈良県で８店舗だそうです。だけど昔は４０店舗もある

と聞いたときはおどろきました。 

・心にのこったことは、奈良墨を作るための材料が、和歌山にもあるということです。

奈良墨の材料は奈良にしかないと思っていたので、びっくりしました。 

・墨は、今から１４００年前に中国でできていたことを知りました。自分の手で奈良墨

を作りました。力をすごくいれないといけなかったけど、ちゃんとできてよかったで

す。自分の手でにぎった墨を出来上がりが楽しみです。 

・錦光園は、７代も続いていて、長野家の墨作りの家系は江戸時代から続いていて、１

００年以上も奈良墨を作っているそうです。とても歴史が続いていて、残していくた

めには、いろいろな人に知ってもらうことが大事だなと思いました。 

・奈良墨を作る人が１０人しかいなくてびっくりしまし

た。もうちょっと作れる人がいると思いました。また、

奈良県以外の墨のお店が１けんしかないことにびっくり

しました。今回のことをみんなにも知らせようと思いま

す。 

・こねる作業が最初はむずかしかったけど、やってみると

楽しくて、うまくはできなかったけど、大体きれいにで

きたのでうれしかったです。自分の手でにぎった墨の出

来上がりが楽しみです。 

・奥野さんたちは、これを毎日やっていて、すごいなと思いました。ぼくはまだまだ山

路紙を続けてほしいなと思いました。山路紙が続いていくためには、人が必要だか

ら、ほかの県の人たちにも山路紙を知ってほしいなと思いました。ほかの県の人たち

にせんでんするために、自分たちで資料をまとめて新聞やポスターを作って、ほかの

県の人たちに見てもらいたいなと思いました。 

・紙漉き体験をしてみて、紙を作るのに４時間ほどかかることが分かりました。ぼくは

１時間くらいあれば作れるのかなと思っていましたが、４時間もかかったのは驚きで

した。 

・山路紙は、昔一度なくなったけど、もう一度奥野誠

さんと佳世さんが復活させて、昔の作り方とほとん

ど変わらない作り方で作っているそうです。ほとん

ど変わらない作り方なのに、奥野さんの独学という

ことを知って、山路紙という伝統が、とても大切に

されていると思えました。 

 



 

 

 

 

 

防災学習のふりかえりより 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪育てたい ESD の資質・能力≫  
未来を予測して計画を立てる力…被災時における避難生活を具体的にイメージして、それに向

けてどのような備えが適当なのか、考えることができる。  

・消防士になろうと思ったきっかけにおどろきました。近くの家で火事が起きていた

ら、ぼくはこわくて近づけません。すごい勇気だと思いました。 

・防災バッグを自分で作ることができるのがすごいと思いました。なぜなら、西日本豪

雨などの災害現場に行って得た知識を防災バッグにつめこんでいるのがすごいと思っ

たからです。 

・たいじさんは、自助、共助、公助の順に大事だと話していました。「自分の命は自分で

守る」と言っていたので、わたしも「自助が一番大事」なんだなと思いました。 

・防災バッグへの入れ方や大事なもの、災害が起きた時に役立つものを家族で相談して

決めて、防災バッグに入れると良いと分かりました。家族と防災についての備えを話

し合おうと思いました。 

・防災バッグの中に、スプーンやお皿、サランラップなど、「これいる？」となったもの

も、たいじさんの説明で納得できたので、すごいなと思いました。 

・たいじさんのお話で、防災バッグのことについてたくさん知ることができました。防

災バッグの中身も、種類ごとでふくろに分けると見やすくて、使いやすくなることが

分かりました。 

・ドローンは初めて見たから、すごく大きいなと思いました。悪天候やー１０℃でも飛

べるのがすごいと思いました。 

・ドローンの耐久性が意外に強いことが、印象に残りました。飛行時間も、災害用のド

ローンは４０分飛行するのに対し、ラジコンは４０分も飛べないので、災害用に便利

で、物を運ぶのにも良いと思いました。 

・ドローンが入って良くなったことを聞くと、上からちゃんと見れるということだと聞

きました。それを聞いてドローンはすごいなと思いました。 

・自分の思っていた２０倍くらいドローンが大きくて驚きました。そんな大きなドロー

ンで、３０kg の荷物を持ち上げると知って、さらに驚きました。自分の体重が３３kg

なので、あと３kg やせれば自分のことを持ち上げられるなと思いました。そういう荷

物を被災地に届けられると思うとすごいなと思いました。 

・ドローンがすごく大きいのに、１０kg と意外と軽くてびっくりしました。ドローンを

使って、災害の状況が知れたり、物資を届けられたりするのが、すごいなと思いまし

た。 

≪働かせる ESD の視点（見方・考え方）≫  
構成概念Ⅴ連携性…自然災害が起きたときは、町役場、警察、消防、自主防災組織など、たく

さんの人々が連携・協力して人々の命を守っている。  


